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パネルディスカッション・資料 飯館電力(株)常務取締役 千葉 訓道
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マグニチュード 9.0
震度 6強

建物の倒壊等により壊滅
的被害 震災前には16軒
の旅館が11軒に減少
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＜東日本大震災後の土湯の状況＞



土湯温泉町復興再生協議会

・ 設立 2011年 10月2日
・ 会員 復興再生に貢献できる有志
・ 計画期間 2011年～2015年 5年間
・ 基本テーマ 「訪ね観る 誰もが憩う 光るまち」
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復興再生事業の効果

・地域資源(熱と水と堰堤）の有効活用
⇒冷ますなら発電

・経済効果
⇒FITによる売電収入＋観光収入

・新たな産業と雇用創出
⇒養殖、植物工場、視察/研修/学会誘致など

・観光資源化
⇒エネルギーパーク、国内外のリピーター囲い込み

・夢と希望
⇒エネルギー地産地消、PPS事業

・新観光地
⇒再＆省＆創エネタウン、J-クレジット、災害に安全な町

・土湯温泉町から復興再生の元気な姿を全国に発信できる。
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② 土湯温泉バイナリー発電事業

発電設備 9
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バイナリー発電事業 の概要と効果
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③土湯温泉町東鴉川水力発電所 事業

滝のつり橋
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東鴉川水力発電所の概要と効果
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先人が手掛けた水力発電所
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7 幸運 7 問題

＜ハード＞ ＜心配＞

①
源泉
（高温、湯量豊富、最適泉質、蒸気多い）

産官学皆素人！
（行政、補助金、金融、企業）

②
湧水
（８００～1000t/時、一年中１０数℃）

ずれ！
（有事＆平時、素人どおし、制度ルールがB to B、ワンストップなし）

③
急流と堰堤
（水量と落差）

高い！
（事前調査費、総事業費、競争原理不成立、特注、保険料）

④
固定価格買取制度＆補助金
(調査費、事業費）

怖い！
（自然資源、長期支援なし、個人事業者、過多初期投資、ＦＩＴ変化）

＜ソフト＞ ＜壁＞

⑤
必死さ
(震災復興の必然性）

ファイナンス（融資＆補助金）
（担保、手続、制限、長期報告&監査業務、審査、契約制限、トップダウン）

⑥
リーダーシップ
（決断＆ビジョン＆柔軟性、ex創意＆合意＆決意）

許認可
（白抜き地＆合意、危政令、水濁法、所有権、BT、橋重量、砂防法、法定
外公共物、保安林、自然公園法、漁業権、系統連系）

⑦
合意形成
（温泉組合制度、復興再生協議会、新聞発行）

2次産業立上げ
（並行して事業化推進、カスケード利用）

目指すもの 心構え

1)
復興再生
（Ｂｙ ＦＩＴ＋産業観光）

複雑系と向き合う勇気
(私は玄人！、近似式で乗り切る）

2)
エネ地産地立
（Ｂｙ 再生可能エネ）

社会を変える！
（Ｂｙ 市民活動）

3)
観光資源化
（絆 Ｂｙ 産官学＋ＮＰＯ）

有事だ！
（Ｂｙ 合意形成）

＜７幸運 & 7問題 ＞
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